
［機械部会活動計画書様式］'98/4改訂 提示先：(1)当該の委員会･分科会･ﾁｰﾑの全ﾒﾝﾊﾞ（適宜） ［計画］ ［実績・活動結果］ ／［機械部会活動計画書様式］'98/4改訂 提示先：(1)当該の委員会･分科会･ﾁｰﾑの全ﾒﾝﾊ （適宜） ［計画］ 　［実績・活動結果］　　　　　／
委員会の名称： 情報化機器 　　技術委員会 　　　　(2)幹事会（毎9及び3月の定例幹事会など） 当初：平成１７年　３月　９日作成 上期：平成１７年　８月２４日記入
分科会の名称: 　　　　　　　　　　　分科会 　　　　(3)その他(ｽﾃｧﾘﾝｸﾞｺﾐｯﾃｨなど） 変更：平成　　年　　月　　日最新改訂 下期：平成１８年　２月２１日記入

平成１７年度　活　動　計　画・実　績　(書)［１／１］ （記入は､別に定める記入要領により、紙面が不足する場合は本用紙にて追加する。） 委員長などの氏名：　中野一郎 （印） [委員長の所属機関･企業名: 　コマツ ］
No 　事　業　課　題 No 　事　業　概　要 No 　実　施　項 目 日 　　　　　　　　　　　　　　　程 備 　　　　考

［テーマ］ 区 分 ～前年度末 ４月 ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 次年度以降 ［計画変更の理由など］［テーマ］ 区 分 ～前年度末 ４月 ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 次年度以降 ［計画変更の理由など］

1 情報化施行等の未来 世間ではＩＴの活用がトレンドとなってい 1 建機遠隔稼働管理データ配信フォーマッ 計当初JCMAS案提出完

技術に対応した るが、建設分野では情報化施工として様々 （EagleJCMA）のJCMAS化フォローと　 画変更 ・１２月＆１月度の国内標準

情報化機器の研究 な試みが行われている ISO/DIS15143との整合作業 実 績 委員会で審議継続中情報化機器の研究 な試みが行われている。 ISO/DIS15143との整合作業 実 績 委員会で審議継続中。

情報化施工を行うにあたって、建設機械に 2 情報化施工現状調査 計当初 ＮＥＴＩＳ登録技術勉強会 ・昨年５月より、連絡なし。

搭載されている電装品や計器に新たな機能 他業界ＩＴ適用現状調査 画変更　　　　　　 中止 　当面、中断とする。

を求められたり 新たな電子機器が搭載さ 実 績を求められたり、新たな電子機器が搭載さ 実 績

れることが十分に予測される。 3 標準化アイテム検討 計当初 ・協会発行の中越地震現地調査

このような新たな電子機器を情報化機器と 画変更 　報告書にラジコンの混信の

名付け 将来の情報化施工に対応した機器 実 績 報告あり 混信防止策が有効名付け、将来の情報化施工に対応した機器 実 績 報告あり。混信防止策が有効

の方向性を把握し、標準化活動につなげる。 4 計当初 　と考え立案することとした。

画変更

実 績実 績

2 電装品未来技術調査 自動車等で先行しているＯＢＤ等のエンジン 1 自動車用ＯＢＤの調査と各社の建機用 計当初

電子制御の故障診断情報やツールの標準化等の 電子システムサービスツールの現状調査画変更

先端技術を調査し 建機 適応可能性を検討する 実 績先端技術を調査し、建機の適応可能性を検討する。 実 績

3 電装品標準化 電装品関連の標準化について可能性を検討 1 後方監視等で使われているＣＣＴＶ 計当初

する。 カメラの現状調査 画変更

実 績実　績

2 フューズや電子回路等の 計当初

標準化検討 画変更

実　績

4 広報活動 ホームページを媒体とした、委員会の活動 1 ホームページ内容の充実 計当初

を報告し、また他委員会等とのコミュニケ 　活動報告掲載、委員連絡ページ充実 画変更

ーションもできるような場を創設する。 実　績

5 JACMAS、ISO、JIS 標準部会等の依頼に都度対応する。 1 遠隔操縦装置のＪＣＭＡＳ案検討 計当初現状の製品調査と課題抽出 標準化案策定

　現状の製品に即した標準化案への改変画変更

　安全性向上を目的とした標準策定 実　績

2 ＩＳＯ案：ＤＩＳ１５９９８ 計当初 ・ＦＤＩＳへ進む。

　「電子式機械制御装置－性能基準およ 画変更 　４／１５までの投票期限。

　試験」の審議 実　績

3 計当初

画変更

実　績

会議開催日程（開催日時等）： 計当初 ○(4/21) ○(6/16) ○(8/25) ○(10/20) ○(12/15) ○(2/16)

画変更

実　績 ○(4/21) ○(6/16) ○(8/25) ○(10/20) ○(12/15) ○(2/23)

［上期］(1)結　　果： 電装品未来技術調査： ［下期］(1)結　　　果：　

自動車用ＯＢＤの調査と建機で使われているＪ１９３９通信規約との関係を調査し、変換規約がＩＳＯ化されている 　　　　電装品未来技術調査：　４ガスモードに対応して最近進化した自動車用ＯＢＤの調査を実施した。単純な故障表示ではなく、

活動 ことを確認した 建機やオフロ ド車両 ＯＢＤが義務化されるような動きは確認できなか た 不調から故障部位をいかに容易く特定できるかに主眼が移り モ タできる物理量が充実されつつあることを確認した活動 ことを確認した。建機やオフロード車両へＯＢＤが義務化されるような動きは確認できなかった。 不調から故障部位をいかに容易く特定できるかに主眼が移り、モニタできる物理量が充実されつつあることを確認した。

結果 遠隔操縦装置のＪＣＭＡＳ案検討： 　　　　電装品関連の標準化：　広帯域アラームとCCTVカメラのISO案を調査した。また、広角カメラを評価し、実用上充分な視認性を確認。

現状の各社のラジコン製品の操作方法を一覧表にまとめる調査を実施中。操作レバー等主要部分は各社共通仕様で 　　　　遠隔操縦装置のＪＣＭＡＳ案検討：　現状の各社のラジコン製品の操作方法の一覧がショベルについて完了した。

あり、問題はなさそうであるが、ホーンや緊急停止やエンジン停止方法等、安全に関わりそうな部位での違いは 今後は、ISO15817でカバーされていない部分の標準化の可能性を検討する。あり、問題はなさそうであるが、ホ ンや緊急停止やエンジン停止方法等、安全に関わりそうな部位での違いは 　　　　　　 今後は、ISO15817でカバ されていない部分の標準化の可能性を検討する。

見受けられる。今後、標準化に向けての活動を検討する。 災害復旧現場等、緊急性を要する状況でラジコンの混信を防ぐための案を策定し、ＪＣＭＡＳ案としてまとめた。

　　　(2)今後の方針： 各社、業務多忙と見え、委員会の出席等の負荷もままならないような状況と感じられる。 　　　　(2)今後の方針：

委員会の運営方法をＩＴ（ホームページやメール）活用で工夫し、各委員の物理的負担を減らし成果が出るようにしたい。 今年度のサーベイ結果を基に、来年度は標準化の活動へ主眼を置くこととする。


